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　父の日プレゼント教室（主催・教育委員会）が６月15日、久米島紬の里
ユイマール館で開催されました。参加した24名の子ども達は大好きなお父
さんへのプレゼントとして、織り子さん達から指導を受けながら久米島紬
の「コースター」を制作しました。いつも家族のために頑張っているお父
さんに感謝の気持ちを込めて、世界に一つだけの素敵なプレゼントを作り
上げました。
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　平成30年度の「久米島町電子図書館実証事業」では、5,474冊を導入しました。2年目となる今年度は
100タイトルを導入予定です。
　なお、著作権等の関係で新作本の購入はできませんが、町民アンケートや貸出し数の多いジャンルを中心
に選書して参ります。定期的に電子図書館に関する情報を発信しますので、多くの町民の皆さんの登録、利
用をお待ちしております。

教えて、電子図書館サービス　Vo.4
電子書籍のコンテンツ数・新作
の電子書籍はありますか？

父の日プレゼント教室開催報告

　戦争の悲惨さや平和の尊さを学ぶ「平和学習会」（主催・教育委員会）
が6月23日に行われ、9名の町民らが参加しました。平和ガイドの佐久田
勇さんによる「平和展」（主催・久米島博物館）の展示解説のほか、字仲
泊の住民避難壕など町内の戦争遺跡を巡りました。参加者の平野由紀子さ
んは「沖縄戦の悲劇を島外、県外の人々、後世の人々に伝えていかなけれ
ばならない」と感想を話しました。

平和学習会開催報告

　第57回なかさと交流会が、6月28日～ 6月30日に行われ、十
日町市から17名（児童12名、引率5名）が来島しました。今回
は天気にも恵まれ、学校交流をはじめ、ハテの浜での海浜交流
やシーサー作り等をとおして、自然や文化、沖縄独特の気候風
土を体験しました。滞在中は、交流児童の家庭にホームステイし、
各家庭の料理や生活の様子に触れました。次回の交流は、来年1
月末に本町児童らが新潟県十日町市を訪問予定です。

第57回なかさと交流会開催報告

　「久米島朗読劇くめよみ」が7月6日、具志川改善センターで開催されました。
第一部、第二部合わせて708名の町民が訪れました。声優として活躍する字
仲泊出身の新垣樽助さんが生まれ故郷久米島に恩返しをしたいという思いに
賛同した岸尾だいすけさん、吉野裕行さん、平川大輔さんら第一線で活躍す
る声優の皆さんが一堂に会し、声で演技をする声優の技能を活かして『朗読劇』
が行われました。
　今回、久米島公演は4つの演目からなり、新垣さん原案の作品や、岸尾さん
が執筆した作品など、久米島を舞台にした完全オリジナルの演目。観客は演
者が舞台上で台本を手に持ち音読するスタイルで上演される劇に、イメージ
を膨らませながら朗読劇に魅了されたほか、最後の演目「はじまりの旅」では、
病気で亡くなった最愛の友人が忘れられず故郷久米島を訪れる島民役を新垣
さんが熱演し、思わず涙ぐむ観客も見られました。新垣さんは「故郷、久米
島の皆さんにこの朗読劇が楽しんでもらえたなら嬉しいです。若い世代の方々
にも将来に向けた良い刺激になれば。」と話しました。

『久米島朗読劇くめよみ』開催報告

11 広報くめじま 2019　8月号

消消 防防 だだ
よよ りり

　危険物安全週間とは、平成２年消防庁により制定され、以来毎年６月の第２週の１週間実施されます。令和元
年度は、６月２日から６月８日までの１週間実施されました。目的として、石油類をはじめとする危険物を使用
する事業所等において幅広く利用されると共に、国民生活に深く浸透し、その安全確保の重要性は益々増大して
います。このため、事業所における自主保安体制の確立、国民の危険物に対する意識の高揚と啓発を図ることと
したものです。
　久米島町でも期間中危険物施設の立入査察、管内事業所職員による消火器取扱い訓練やミヤギ産業（株）での火
災防ぎょ訓練が行われ、ミヤギ産業職員、消防団員、消防隊員が参加し実践さながらの訓練を実施しました。

令和元年度危険物安全週間実施

（　）は、令和元年累計

・救　急 ……………30件 （174件） 
・火　災 …………… 0件 （   1件）
・救　助 …………… 0件 （   0件）

・風水害 …………… 0件 （  0件） 
・捜　索 …………… 0件 （  1件）
・その他 …………… 1件 （  9件）

６月出動状況

合計……… 31件 （185件）

※火災の早期発見と『逃げ遅れ』を防ぐために住宅用火災警報器を設置しましょう。
住宅用火災警報器の交換の目安は10年です。定期的に作動の確認をしましょう。
○消防法及び久米島町火災予防条例により、すべての住宅に火災警報器の設置が義務づけられました。
※火入れを行う場合は、必ず消防本部まで連絡するようお願いします。
※火事・救急・救助は119番へお願いします。

　令和元年５月７日に字儀間で発生した住宅火災で、迅速な119番通報
をするとともに、初期消火を行って被害を最小限に食い止めた、大道ス
ミ子さん、與座剛さん、與座弘美さんの３人に対し、消防本部は６月
24日に感謝状を授与しました。
　大道スミ子さんが最初に発見し、隣近所に声をかけたところ與座剛さ
ん、弘美さんがかけつけ、119番通報を行い、剛さんが建物の中に入
り、空焚きしている鍋を外へ持ち出し、建物への延焼を防ぎました。

火災防ぎょ訓練：ミヤギ産業職員も参加しました 火災防ぎょ訓練：消火にあたる消防職員

浜元浩消防長（後列中央）から火災予防で表彰を
受けた與座弘美さん（前列左）と大道スミ子さん
（前列右）

消防庁表彰
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